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～感電災害の撲滅に向けて～

技術開発の背景・目的

電気の見える化
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電気に携わる者にとって、感電災害は常に背中合わせであり、防護等の設備対策や検電器等の安全装備品
の携行、作業者への教育等を行っていても、撲滅するには至っておりません。

感電災害が発生する要因の一つとして、【電気が目にみえない】ことが挙げられます。そこで、「電気を
見えるようにすれば良いのではないか？」との発想のもとに、『電気の見える化』に挑戦しています。
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● 電線等に加わっている電圧と表示用粒子が混ざった
溶液のみで動作するため、電池等の電源は不要です。

そのため、構造が非常にシンプルです。

● 下式で表される誘電泳動力を用いており、表示用粒子
と溶液の誘電率および表示装置に働く電界の大きさと
方向で、表示させる力の大きさと方向が決まります。

● 離れた位置から電圧を印加し、電極
端に粒子を集め、視認することができ
ました（図２）。

● 実用化に向けては、離隔距離の延伸
や低電圧での動作、表示速度の向上、
表示のリセット方法などの課題を解決
する必要があります。

そのために、電極形状の改良や溶液
と粒子の最適な組み合わせの選定など
の検討を進め、実用化を目指して参り
ます。

● 電力設備グループでは、現場の課題解決の一つとして、安全への取り組みにも力
を入れております。

新たな技術や知見を積極的に取り入れ、社外の方とも連携を強化し、これからも
災害撲滅に向けた研究・開発を推進して参ります。
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ここで、FDEP：誘電泳動力、ｒ：粒子の半径、ε0：真空の誘電率、εm：溶液の誘電率、

εp：粒子の誘電率、∇E2：電界の２乗の傾き 図１ 誘電泳動力によって粒子が移動するイメージ
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図２ 表示装置の試験状況※
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※ 令和６年電気学会 基礎・材料・共通部門大会「誘電泳動を用いた文字表示デバイスに関する基礎的検討」より引用
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